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たくさんの方々に 

支えらえての 

 

 

九
月
十
七
日
（
日
）
、
二
年
ぶ
り
に
津

房
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
が
開
催
で
き
ま

し
た
。 

 

旧
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駐
車
場

に
す
る
た
め
に
、
尾
立
の
黒
瀬
さ
ん
は

何
度
も
草
刈
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

前
日
の
十
六
日
は
朝
か
ら
、
婦
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
有
志
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

役
員
有
志
と
に
よ
る
配
布
用
の
紅
白
の

餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
役

員
の
山
本
さ
ん
（
萱
籠
）
の
息
子
さ
ん

（
諒
さ
ん
）
も
、
代
役
で
加
勢
し
て
く
れ

ま
し
た
。
諒
さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
都
城
か

ら
帰
っ
て
き
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
お
父

さ
ん
の
「
お
ま
え
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
こ
い
」

の
声
で
き
た
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
午
後
に
は
十
四
名
の
区
長
の

方
々
と
、
津
房
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の 

榑
松
さ
ん
な
ど
も
加
わ
っ
て 

テ
ン
ト
の
設
営
を
行
い
ま
し 

た
。 

（
設
営
が
終
わ
っ
て
あ
と
の
夕
方 

激
し
い
雷
雨
が
あ
り
開
催
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が…

） 

 

十
七
日
朝
六
時
に
実
行
委
員
長
・
大
坪

館
長
点
火
の
花
火
で
開
催
を
皆
さ
ん
に
お

伝
え
出
来
ま
し
た
。 

  

運
動
会
の
始
ま
る
前
は
、
昨
日
の
雨
に

よ
り
ラ
イ
ン
が
消
え
て
し
ま
っ
た
り
、
水
た

ま
り
が
で
き
て
い
た
り
で
、
学
校
・
地
域
の

皆
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
で
し
た
。 

 

そ
し
て
予
定
よ
り
若
干
遅
れ
て
「
津
房

ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

  
 

河野市議 

来賓あいさつ 

 
人生初の花
火の打ち上
げ 

 
楕円のボールはどこに行くのかわかりま

せん（五輪の和） 

老人クラブ会長（田口氏）とじゃんけんをして→運搬用ボードに乗せた

ラーメンボックスを二人で運ぶ（なかよくごいっしょに：小学生＋老人ク

ラブ） 

玉入れ 
白が一番多く入りました！ 



 

 
津
房
出
身
の
八
名
の
中
学
生
が
参
加
し
、
準
備

係
を
手
伝
っ
た
り
、
競
技
に
参
加
し
た
り
し
て
く

れ
ま
し
た
。
三
年
生
を
中
心
に
、
係
分
担
や
競
技

な
ど
を
自
ら
決
め
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
市
職
の
皆
さ
ん 

が
、
用
具
の
準
備
・
片
付 

け
、
競
技
の
人
員
把
握
・ 

中
学
生
の
お
世
話
を 

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

本
当
に
市
職
の
皆
さ
ん 

（
津
房
会
）
な
し
に
は
、 

「
地
区
体
」
部
分
の
運
営 

は
で
き
ま
せ
ん
。 

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 「運動会」後、郵便局に立ち寄ったところ宮本局長か

ら「お客さんが『行こうか、行くまいか迷っていたけど、

いってよかった』と言っていました」と伺いました。 

 集落の打ち上げに立ち寄ったときも、「テントから子ど

もが『〇〇さん（集落のおばちゃん）頑張れー』と名前

で応援していた。つながっているなと思った」と言ってい

ました。 

 その「つながる」という意味では、今年度一部の集落

で参加辞退を決めてしまったのは残念でした。南部地

区のテントだけほとんど人がおらず、参加者集めに地

区代表の吉野さん（若林区長）が苦労されていました。 

会場のあちらこちらで「あんた元気にしちょったかえー」

「久しぶりじゃなー」「あんしは、どこん若けしーかえ？」

などの声が聞かれました。顔合わせない限りは始まら

ないと思いました。 

 どうしても競技への参加者を集めることが難しい集落

があることはわかります。日ごろから集落の中で「つな

がって」いなければ声もかけにくいものだと思います。

ある集落の区長さんが「なんか楽しいことをして集めよ

うとしても集まらんのじゃえー」とおっしゃっていました。 

 学校の生徒たちの仲間づくりも、急にたくさんの仲間

を集めようとしてもそれは困難を極めます。人それぞれ

いろいろな考え方を持っているからです。身近な近しい

ものが集まって楽しくやること。それがはじめかもしれな

いと思います。マッチするかどうかわかりませんが、 

『先づ隗より始めよ』 

 そのほか、今年は「地区」だけで選手をそろえ

ることができなかった関係で、「得点競技」とい

う形をとれませんでした。「『対抗』ないからやる

気がでない」というご意見もあると聞きます。 

しかし、年に一度津房の地区民が老若男女を問

わず、集まって和気あいあいと競技をするという

のもありなのかとは思います。 

 区長会をはじめとした各種会合で少し話題にし

ていただけたら幸いです。 

 

   

 

玄
関
わ
き
に
置
い
て
あ
る
「
ほ
う
き
」
の
陰
に
、
産
み
付
け
ら
れ
て
い
た

ヤ
モ
リ
の
卵
。
直
径
１
㎝
の
卵
４
個
の
う
ち
上
の
２
つ
が
ふ
化
し
て
い
ま
し

た
。
（
８
／
２
７
） 

残
り
の
下
二
つ
も
の
ち
に
ふ
化
し
ま
し
た
。→

過
日
、
日

を
置
い
て
、
２
匹
の
死
骸
を
発
見
。
自
然
で
あ
る
が
ゆ
え
に
仕
方
な
い
こ
と 

 

で
す
が…

。 

 

さ
て
、
ヤ
モ
リ
の
産
卵
は
一
般
的
に
２
個
ず
つ
だ
そ
う
で
、
確
か 

に
２
個
ず
つ
ふ
化
し
ま
し 

た
。 

 

家
の
周
り
の
物
陰
に
な 

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
探
せ 

ば
、
２
個
セ
ッ
ト
の
ふ
化 

後
の
卵
が
見
つ
か
る
か
も 

し
れ
ま
せ
ん
ね
。 



 


